




































































1.西彼杵郡西彼町島崎ClJ,2. 長崎市見崎町.3.同 式見(7),4.同 手熊(1),5･ 同
小江(2),6.同 岩屋山(3,4,13).7.女の都,8.金比羅山(6),9･′ト江尻 101同
福田,ll.同 茂木,12.同 日吉,13.同 俄岩u9.14.同 矢岳,15･同 転石,16･同
川平,17.同 八郎山系烏帽子岳,18.西彼杵郡三和町(5.8,18,19),19･西彼杵郡野母


















































する (表 1のスタンド1-4). このことは.本群落の
立地上の特徴をよく表している.
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